




Dietary Studies of Preshool Children in Japan (Part 22) 
Changes of Food Intake Pattern and Nutritional Status of Preshool Children in a Mountain-, 
a Farm-Village and a Fishing Area during the Last Two Decades.
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穀測美ソ．め灘 140P00 120W0 ユ50P20 130P0D
い　　　も　　　類 30 30 30 30
砂　　　糖　　　類 5 5 10 10
菓　　　子　　　類 40 40 50 45
油　　　脂　　　類 1⑪ 10 10 ユ0
豆　　　　　　　類 40 40 40 40
緑　黄　色　野　菜 50 50 55 55
その他の野葉 100 100 110 110
果　　　実　　　類 100 100 100 100
（海　　草　　類） （1） （1） （1－2） （1～2）
魚　　　介　　　類 30 30 40 40
肉　　　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　　　　類 50 50 50 50
































調査年度 摂取食品の総数 動物性食品数 植物性食品数 間食食品数
昭和41年 15±3．8（25．3） 2±0．3（ユ5．O） 13±0．8（6．2） 3±O．5（16の
46年 23±4．4（17．6） 3±O．5（16．O） 20±4．4（22．0） 4±O．8（20、O）
山　　村 50年 22±2．6（11．8＞ 4±1．5（37．5） 18±1．6（8．9） 4±O．8（20．0）
56年 24±8．8（36．7） 5±1．4（28』） 19±5．1（26．8） 4±2．3（57．5）
61年 25±2．2（a7） 5±0，8（16』） 20±L6（7．9） 5±O．5（10．0）
昭和43年 17±L⑪（5．9） 3±0、8（26の 14±LO（7．1） 3±O，6（20．O）
48年 23±2．7（11．7） 4±0，8（20』） 19±2．0（工0．5） 4±1．0（25．O）
農　　村 53年 29±3．2（11．O） 7±1、3（18．6） 22±2．2（工0．0） 4±O．6（15』）
58年 23±6．7（29。1） 5±2．1（42』） 18±5．4（30．0） 4±1、O（25．0）
平成元年 32±2．6（8．1） 7±O．7（10．9） 25±2．3（9．2） 5±1．4（28．O）
昭和44年 21±1．3（6．2） 5±0．5（10．O） 16±1．弓（8．8） 4±0　（⑪）
49年 28±2．7（9．6） 5±0．5（10』） 23±2．9（12．6） 5±O．6（12，0）
漁業地域 54年 28±1．3（4．6） 6±0、5（8．3） 22±1．3（5．9） 4±O　（0）
58年 23±6．7（29ユ） 5±0。1（2．O） 18±5．4（30．O） 5±1．0（20』）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































米飯 米飯 冷麦 キャラメルみそ汁 みそ汁 潰物 食バソ
























Vぷら B・B・c煮豆 みそ汁 （甘薯，ちくわ，ソーセー
（朝の残り） ジ）
金平ごぼう?
栄飯 （弁当） 米飯 山羊乳，西瓜
みそ汁 米販 カレー汁 菓子パソ

























米飯 （給食） 米飯 米菓，西瓜
みそ汁 米飯 みモ汁（豆腐，葱） 飴






























米飯 （給食） 米飯 桃，どらやき
みそ汁（馬鈴薯，なす） 米飯 みそ汁（豆腐，葱） 米菓予
潰物（き中うり，野沢菜） ささみのケチャップ和え 潰物（たくあん） （牛乳，クッキー）




















朝　　食 昼　　食i給　　食） 夕　　食 3食別｣立型
　　間　　食i）は保青所の問食?
米飯 米姫 米鰻 チョコレート































米飯 米飯 米飯 バナナパソ






























米飯 米飯 米販 西瓜
みそ汁（馬鈴薯，なす，葱） コーソシチ昌ウ みそ汁（馬鈴薯，わかめ， せんぺい，．
潰物（き中うり） ゆで卵 いんげん） ブリソスメロγ
φで卵，しゅうまい サラダ 潰物（なす） D・d・e （バナナ，飴）
塩いか 焼魚（鯖），枝豆?
昭 さやいんげんのごま和え


















米飯 米飯 米飯 チョコレートパン







昭 焼魚（甘ロ塩ます） 南瓜の煮物 ン）





















米姫 米飯 米飯 ブリソスメロソ
みそ汁（玉憲，なす，馬鈴 鯖の唐描げ みそ汁（大楓菜，油揚げ） 乳酸菌飲料
薯） 金平ごぼう 演物（きゅうり漬） プリン
目玉焼き にら卵汁 焼魚（甘塩鮭） C■C．C （ミルク，飴，あられ）
トマト プチトマト サラダ（もやし、ハム，




















朝　　食 　昼　　食i保育所給食） 夕　　食 3食別｣立型
　　間　　食（）は保青所の問食
?
米飯 米飯 米飯 せんべいみそ汁（葱，なす，あじ） ウインナーフリシター みそ汁（あじすり身，な ジュ・一ス

















?姫? 飯? 飯? イダーそ汁（豆腐，ぶりのあ? コ百ッケ? そ汁（なす，麩）? どう
，葱）? ャベツ，みかん缶詰? 物（たくあん）? 瓜物（きゅうり）? パゲッティーソテー? 魚（いか）? ・c・D? ルピス
??? ??? 魚（ぶり）? ミルク、ビスケット）
??










?飯? 飯? 飯? イスクリームそ汁（じゃがいも，な? 肉からあげ? そ昔（魚のあら，豆腐）? ジニース．
）? ルーツサラダ? 物（なす）? 子パソ
物（きゃうり）? 汁? 身（いなだ）? ・c・d? でとうもろこし??? ムエワグ，トマト味tのウ? 子（市販品）サ宴_（レタス，きφうウ
Cトマト）?
ミルク，あられ，飴）
? 4?????飯みｻ汁（里芋，もやし，油? 飯コーンシチュウ? 飯みｻ汁（白菜，油揚げ）? 、かん牛
げ）? インナーソテー? 魚（鯖）? ’ヨRレート物（白菜）? かん? 豚（市販品）? ・c・d? んべい豆，目玉焼き，油いた? カロニサラダ（マカロ? ミルク，かりんとう）
（キやベツ，人参）? ，　委」β，　　ソ　ーrセ：一　ジ，　　ミ　　ッ?
スベジタブル）?
?飯? 飯? 飯? ュースそ汁（わかめ，油揚げ）? レー? そ汁（大根，さやいんげ? んぺい
焼き? ルーツポンチ? ）? ，西瓜











_飲料焼き? んご? ）? ・c・d? ミルク，スナック菓子）
付のり? ま塩? ラダ（キャベツ，きゅう?
乳? ，人参）?ムカツ（市販品）?
?パン? 飯? 販? イスクリーム
ーガリソ? りどり? リームシチ昌一?



















めもの? タス? 物（厚揚げ，椎茸，麩，? ・c・d? ミルク，クリームサン


















? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
山　　村 1呂6 41 22 曙9 12 25235i2 1B 5岳 19 3410．O2．3 23 62 20 32 ‘．1 L332
初??
農　　村 M460 塔2 30 3612017明 30 17 36 31 呂8 5．110．o2DO78 55 71 4．23．9 9B “ 一 騨
壷
撫撫地城 15446 30 45 55122199？4 37 59 41 699，ε 9．0 92 62 37 60 ？．3 ‘，9 67
? 山　　村 15625 16 49 14 2920526 13 31 12 3912．05．o 弓2 63 20 32
?．

















































? 山　　村 1ε0 ag 24 30 17 57’19011 6 4言 31 729．97．4 呂3 56 20 36 10 5．ε 59 ■ 一 ■
? ??
農　　村 1332呂 21 49 19 3918217 9 51 25 49823．1 38 50 15 窪o 153．3 22o．3P・6200? ?
?? ?
漁業地域 騨9625 27 44 19 43韓14 26 19 65 15 234．31．6 37 50 14 23 14 3．6 25 1．呂 o．5 28
位?? ? 山　　村 12B33 26 3き 21 63゜°P6 6窩 39 55 3呂 6910．73．2 30 70 23 33 14 6 4a 一 一 一
の 4?? ?? 農　　封 93 19 20 40 1日 4e●壷 23 工7 51 20 39622．7 ‘4 39 29 74 13 6 46O．10．330D
?
漁業地埴 ”工o 36 コ6 26 15 5巳 ゜1274言 34 53 15 296．93．1 46 65 23 35 12 3 25O．60．7117
? 山　　村 14425 17 25 12 4呂 ゜16929 17 39 18 ‘6 7．32．1 29 56 11 20 123．7 31 1．2 1．3109??
農　　村 10924 22 37 13 3514630 21 70 25 366．92．6 38 ｛6 20 43 15 2．8 19 1．50．7 ‘7?
??
漁業地域 12354 44 ‘9 26 5塩 工71 56 33 40 15 386．54．5 69 4石 22 48 122．9 2弓 3．o3；5117
山　　村 107ユ9 1B18662 3317437 2113843 31 39 9 24
初??
農　　村 置 一 一 齢 　 胴 72 25 35123lo585 6a 9213517a12472 40 3臼
??
一 ■ 置
ゆ笠 庶業地域 a3 37 45196i3呂 701661358214752 55 73 49 67
?? ? 山　　村 10424 23 45 26 5a 9B 21 21102娼 4223597 41 1哩1 4‘ 31゜10135 呂5




51 57 一 ， 一
?? ??
漁菜地域 10522 21 26 13 50 72 17 2哩 192臼8 511831055714075 54 10561 5呂???




回 投　　村 一 一 一 ， 一 欄 呂1 1露 15171別 491357直 561ユ呂 40 馴




U5 10 1521782 39 45 17 ．3呂 1453B 26゜14234 2‘?
??
第 山　　村 ”7517 2言 1791025717973
‘1 17463 36餉14 60
??
ノo 4）? 回 農　　村 冒 邑 ’ 一 ■ 一 61
?
2317266 38 工05 33 ＆1 13696 〒1 99 5‘ 55 一 ■ 柵?? ???
渡傑地域 50 15 2517850 28125石6． 5315458 39
????
26 23
?? 由　　村 10513 12 26 12 46”715 7 13D59 4512659 4713‘ 31 23■■
窩7’ 30
??
農　　村 7ε 17 22 36 1‘ 59 60 1巳 22232呂5 3712765 5111353 く7 ”i5 28 18 　 一 一
調
??

















? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCVR SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
39 10 26 32 20 6言 16232 20 11366 591．62．31覗 43 21 ‘9 7 1 14 24 9 38 64 鶉 53 F 一 一
‘6 36 79 20 35175呂6 62 7215991 5‘ 3』 3．812736 27 75 16 2817542 3‘ 81 106123116骨 邑 昌
3日 27’ 75 20 231151‘1 89 6316115294L91』 55
???? ?
55 9 13 工44 27 17 6327211040 ‘9 39 BO
37 7 ユ9 31 11 36146674615577 50 1．4 O．8 57 32 8 23
? 5 63 37 10 27 38 10 26 一 騨 一
41 22 5‘ 23 17 742041679219呂1乞5 632．02．31ユ5 41 25 61 2ヨ 耳2 52 32 15 ‘7 14779 54 43 50Il6
55 32 57 2B 玉5 5415772 4615697 621．3o．5 38 昼6 5n 5B　3117 55 32
?? 5925713151 51 56110
4G 17 ‘3 32 12 臼8 19689 4515990 571．72．1 12ξ 33 24 73 25 23 92 46 23 50隔16176 42 昌 一 ■
35， 15 ‘3 31 16 5316979 4712495 773．02．‘ 80 49 27 55 ゜46 1呂 40 64 1呂 2816184 52 63 56 89
53 14 26 46 12 261日o 弓2 2611657 492ゴ 2．1 78 ゜70 a2 46輯4呂 14 29 45 9 2027‘ 77 2呂 35 12 a4
41 13 32 3B 11 29ユ63 71 44 147？3 50 哩、9 4．5 92 64 18 28゜’R08 27 35 25 69■● 44 16 与4 31 91
44 13 30 29 13 填5 72 20 2813141 312．31．6 70 42 22 52 ’‘9 22 46 54 21 39 ！61 85 53 85119140
55 33 60 ‘5 1乞 2710043 ‘3 18511261 5．43．1 59゜°R71臼 49’°T927 46 32 16 503581233魂
???
‘6 52
52 13 25 52 14 27工55 ユ8 12177ε6 493．22．5
? 51 15 29鱒4012 30 42 10 24・，・ 66 34 ，一 騨 一
37 1‘ 38 62 2“ 3212160 50 93 56 石o 3．81．7 妬 52 19 37幽゜S614 ao 45 18 40゜2鵠 3B 13 49 25 51
42 10 23 52 16 36 10‘
?
3511972 61 3．61．5 42鱒39’2i ．55 髄5119 37 9呂 12 3227667 2碁 50 ‘9 98
9呂 26
???
64 40 631β3 32 2011367 59 1姐 34 24 23
? 13 49 1ε 37 19 15 79
1M89 79 45 7015686 63 73 16992 54 一 一 一 114呂4 74 55 9915G邑弓 27 32 36 42117一 一 一
90 63 ？0 39 45115141呂9 日3 16115294 336盟o 71 26 3呂 14754 ‘5 83 93 3呂 犯
89 21 2些 61 24 呂9 1‘6 67 4615577 50 97 32 33 27 17 63 73 20 27 13 5 39
99 55 55 46 35 76205167呂1 19呂12563 ■ － 腎 13287 66 77 ‘5 58 66
??
51 49 27 55 ■ ■ 一
13967 娼 54 27 50 1‘7 62 4215699 63 24713253゜°P ‘6 45 64 33 52 89 35 40
10023 23 63 21 3319651 3115983 52 100
? 4 臼1 15 呂3 92 ユ6 17゜55 5 9
86 言9 45 65 33 5116373 4512‘ 95 77 一 一 ■ u27‘ 52’14963 d2 12昼 3B 30 56 13 23 － － 一
133
　し
Q7 20 昼6 22 26157　　一Sn 2610957 52 ．19981 41開1 q3 30 go 21 23 91 27 30
10229 28 73 22 3016254 4015170 46 20659 29帥1 50 49 71 51 72幽●， 15 16
11135 ヨ2 5呂 27 47 72 19 2612726 20 一 一 一 10953 49‘15080 531094ε 39 56 ヨ9 70 一 昌 ■
14074 53 呂B 2‘ 2711759 5019711260 ’11664 55鼻學 1055く 63 33 5211739 33
13034 26100?? 291511？ 11 17786 49135108791503呂 25畢魯 42 34 別 2工 25■■● 22 34
93 3‘ 371293日 3010542 40 93 56 ε0 343203591574ヨ 27゜14749 33 90 35 391991堵 14 一 昌 一






























食品群別 村 村 域 村 村 域 村 村 誠
穀　　　　類 o 25 工4 0 o 6 o 13 0
い　　も　　頚 25 30 43 30 7 o o o o
砂　　躇　　類 30 65 28 40 o 69 17 25 3a
菓　　子　　類 10 10 14 10 7 0 0 o 11
油　　脂　　類 85 75 100 10 o o o o o
豆　　　　　類 5 25 29 20 7 o 0 13 o
緑黄色野菜 50 80 8B 70 36 0 o o o
その他の野菜 o 亟0 0 o o 0 o 13 0
果　　突　　類 30 10 o 40 o 13 o 25 u
魚　　介　　類 20 15 o 40 14 0 o o 11
肉　　　　　類 go 76 86 30 7 o
? 0 o
卵　　　　類 80 40 86 20
? 13 o 25 11















初回調査 第3回調査 第5回調査 初回調査 第3回調査 第5回調査
（昭秘ト44年） （昭和50－54年）（昭和61一平成元年 （昭寂41－44年） （昭1和50～54年）（昭和61一平成元年）
? ? ? ?
農 漁
? ?
漁 山 畳 漁 山 農
?
山 農 漁
業 菓 業 業 業 業
地 地 地 地 地 地








村 域 村 村 域
20 15 14 30 36 6 o o 1工 o 0 o 0 o 0 0 0 o
25 5 14 o o o 33 13 o 15 0 o 30 29 50 17 75 11
10 o 22 o 21 o 17 13 o o 5 o 30 14 o o 0 11
10 15 21 30 36 6 17 13 工1 40 20 29 o o 6 o o o
10 10 o 工0 o o 33 13 11 0 o 0 10 14 6 o 0 o
25 o o 50 7 25 17 13 22 20 20 ? ? ? 6 0 0 o
25 5 o 10 14 25 0 13 67 0 5 o o o o o 0 o
15 10 14 10 14 6 0 25 33 10 5 o 60 43 13 o o 0
15 15 o 10 21 13 o 25 44 0 35 29 20 工4 6 0 13 11
20 15 o 10 7 19 0 25 11 5 lo 57 10 14 50 17 13 0
5 5 14 0 14 6 33 25 0 o 5 o 10 7 工3 17 25 33
5 5 14 10 14 31 17 o 33 0 5 o 0 0 o 0 o o








（1｛ca1） 総且（9） 動物性 （9） 総量（9） 励物性（9） （9） （mg）
? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV ? SDCV
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）




農　　村 1β90334 2449．014．O 2917．o ε、5 3827．0 ？．6 291L52．4 21 237 40 17 320134 42
F昏一Y撫業地域 1，582235 1569．026．6 3940．o22．9 5732．o10．6 3314．5 6．0 55 252 61 24 6D4188 ε1




農　　村 1，509272 1B49．012．7 2621．o 7．8 3737．o 7．8 21正4．0 2．2 16 245 ．44 1呂 45 18 4??
?「?????
撫第地域 1，702唱19 256臼．0 14．6 2332．o10．5 3344』 9．4 2121．2 5．9 2B 261 7且 ’2呂 538182 34?
（????山　　村 1，475202 1445．5 7．8 1720．0 3．9 2038．0 6．5 1717．4 4．n 23 236 19
?
3呂7 89 23
??回 農　　村 L609241 1557．012．5 22‘°Q9．o 6．7 23帥51．o12．2 24韓25，0 2．6 10 230 姐 1呂 4弓3 155 35????
漁集地域 1，616194 1259．5 6．o 1432．5 乱2 1臼 56．2 8．5 152呂．5 9．7 34 217 6ユ 28 6D41GD 17
）???
??山　　村 1，625231 M59．3 7．ε 1330．8 6．3 2047．810．O 趾 翌2．o 3．7 17 23呂 34 14 533 76 12
回 提　　村 1，316174 1348．6 9．0 19”27．1 7．6 2呂帥瑚5』 9．7 2221．8 6．4 30 179 27 15 39‘ lM 29?
???
漁巣地域 1，533212 1453．4 9．6 1629．65』 2054．2 7．1 132B．6 7．4 26 222 《8 22 6弓2 132 21
?山　　村 1，53？ 162 1154．7 4．5 8 26．3 3．7 1445．1 3．2
?
1‘．6 2．5 18 223 2G 9 48且 77 15
??
農　　村 L546232 1558』 7．？ 1333．9 ‘．8 逼 51．7 6．2 1222．6 4．3 19 201 噛ヨ 21 605 43 7?
???
撫業地域 1，574212 1356．a 6．6 1231．3 5．6 1950．3 9．4 1922ユ 5．9 27 219 3臼 18 50皿 74 正2
山　　村 96 15 1己 93 14 15 5呂 10 17 6正 12 20 77 14 1a?
??
醍　　村 91 26 2呂 92 31 34 百8 36 53 63 29 46一 一 一 一 一 一 73 33 45
中且 撤菜地域 9B 11 11 133 35 27 157 45 29 124 2ア 22 139 3D 22
?山　　村 101 4 4 9埼 8 9 58
? 14 82 12 15 72 3 4
栄 2? ?農　　村 9ε M 15 101 19 19 96 29 34 呂o 19 2司 一 一 ㎜ 一 一 一 96 34 35所 ??????﹇
漁撫地域 11d 22 19 133 30 23 137 3呂 28 132 38 29 120 23 工9





































?山　　村 111 M 13’132 1呂 14 139 22 16 H8 23 19 159 19 12
????
盤　　村 呂5 12 14 101 17 17髄112 2B 25鵬106 21 20一 一 一 一 一 一 99 29 29
租
?｛??
漁業地域 105 19 1呂 116 19 16 12呂 23 18 131 17 13 150 51 3d
??由　　村 10呂 4 4 ’正13 9 8的噛 P｛π 12 11帥115 7 6 騨1H陀 20 16
??
農　　村 1n6 12 Il 117 17 15”137 含8 20”128 14 11 一 榊 一 一 一 一
凸151 11 7?
昌壷一






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































エネルギー o 5 o o o o 0 o 0
総タソパク質 10 10 0 o 0 0 0 o o
動物性タソパク質 65 38 o 10 o o o 0 o
脂　　　　質 25 19 o 0 0 0 0 o o
カ　ルシ　ウ　ム 5 33 o o o o o o o
鉄 0 5 o o 0 o
? o o
ビタ　ミソA 25 33 80 30 o 0 0 0 o
ピタ　ミソB且 25 o o o 0 o 0 o o
ビタ　ミγBヱ 10 0 o o 0 0 o 13 0
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? SD ? SD ? SD ? SD ? SD
身　　長 98 2．9 95 4．5 97 3．1 97 5．O 99 1．1体位の体位推計塾巡
lに対する比率（％） 体　　重 96 7．4 93 7．5 103 8．8 98 92 98 5．5
B。dy　Ma551ndex 15．a 1．1 15．6 O．8 15．9 o．9 15．呂 o．6 15．2 O．5
平衡力 3．7 o．9 4．3 L2 3．o　　I o．8 316 工．2 2．9 1．3




瞬発性 3．6 1．0 3．7 L2 2．8 o．6 3．1 o．9 42 1』
調整力 2』 O．5 3．5 o．呂 3．7 0．8 35 o．9 4．3 0．7
平均値 3』 0．8 3．5 o．7 3．1 O．8 3．3 o．9 3．6 O．6
身　　長 lo5 3．4 98 2』 99 4．9 100 4．7 99 4．2体位の体位推計基準
lに対する比串（％） 体　　重 110 6．O 95 6．o 95 王3．5 100 7．6 ”97 10．2
Body　Ma531ndex15．6 L3 14』 ≒弓 14．9 1．2 15．7 L6 15．0 o．9
’農　　村 平衡力 3．4 O．8 3．2 0．7 3．4 0．8 4．2 1．3 3．8 L2




瞬発性 3．工 0．9 3．1 0．9 2．1 0．7 22 O．5 3．8 o．4
調艶力 3．4 0．7 3．7 0．7 2．7 o．7 4．4 0．6 4．5 O．8
平均値 3．1 O．8 3．1 0．8 2．6 0．7 3．5 o．7 3．5 0．7
1日当り歩行歩数 一 lo，7431，241
身　　長 103 42 98 2ユ 97 4．3 101 3．卓 101 4．7体位の体位推計基準
lに対する比率（％） 体　　1重 101 7・0． 95 9．0 99 ユo．5 104 6．9 99 13．5
Body　Mas51ndexユ5』 L7 15．2 1』 152 o．9 15．7 0．9 M．9 n
漁業地域 平衡力 3．2 0．8 32 o．7 3．5 o．9 42 L3 2．7 1．0




瞬発性 2．9 0．9 3』 0．6 3ユ o．9 22 o．5 3ユ 1．ユ
調整力 32’ o．8 32 o．4 4．0 0．4 4．‘ 0．6 3．7 O．5
平均値 3．1 ρ・8 3．1 0．6 3．4 o．9 3．5 o．7 3．o o．5
1日当り歩行歩数 一 9，7832，673
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．表15対象児に対する今後の食事内容改善のための臭体的な目安
山村幼児の場合 農村幼児の場合 漁業地域幼児の場合
U澱類を30％増加する q澱類を40％：増加する ｛1臓類を30％増加する
②卵類を15％増加する ②豆類、果実類、卵類をそれぞれ 〔2）その他の野菜を10％増加する
㈲乳類を35％増加する 10％増加する ㈲卵類を25％増加する
㈲鉄を10％増加する （3｝ピタミソDを60％増加する （4｝鉄をIO％増加する
⑤ビタミγDを85％増加する ㈲ビタミソDを75％増加する
筋持久力が低い傾向がうかがわれ，漁業地域でも第5
回調査年のそれが低値である他は，平均値としては20
年間おおむね中位の成績であった。なお，対象児の1
日当りの歩行歩数は第5回調査年において，農村と漁
業地域の対象児の協力が得られ，測定した成績である
が，農村幼児において10，743±1，241歩，漁業地域幼児
において9，783±2，673歩であった。幼児の万歩計によ
る運動量の測定については，相川ら36）の東京都と神奈
川県の保育園における3歳児97名の成績があるが，そ
の平均値は8，000　・一　10，000歩の範囲にあり，本対象児の
成績が日常性を欠いたものではないことをうかがわせ
る。
7．全体的考察
　以上のごとく，日本経済の高度成長のほぼ中期から
最盛期を経て，低成長時代に至る約20年間の1時代的推
移による，新潟県の一山．・農村および漁業地域幼児の
食生活変容の実態を，6－20名の事伽こついて観察し
てきたのであるが，20年をはさんだ前後で・きわめて
近似した摂取量を示す食品群は少なく，肉類，油脂類
の著増が3地域共通に，さらに乳類の増加が山・農村
に，他方，穀類の減少が3地域共通に，また魚介類の
著減が漁業地域にそれぞれ認められ，これらの変動状
況に地域差が如実に集約されていたことが，最も注目
される現象である．これら食品摂取量の目安量への到
達には，おおむね油脂類が5～10年，肉類が5～15年，
乳類が15～20年を要しており，山村が最も長期間を要
して最も顕著な変動を遂げたものの，いまだその乳類
は適量摂取域に達していない．また・摂取食品数の増
加，食品の種類の多様化および献立内容の多彩化が観
察されるようになった。これらの現象の多くは国民栄
養調査37，ならびに新潟県民栄養調査結果3e）の推移と共
通しており，時代的背景のもたらした生活環境の轄
の一反映とみなすことができる。
　同じく，栄養素等摂取状況においては，総タソパク
質，動物性タンパク質，脂質およびカルシウムの摂i取
量に関しては，漁業地域では初回調査年よりすでに充
足されていたが，山・農村では5－15年を要して，顕
著な増加により充足されるなど，地域別に対照的な軌
跡を描きつつも，おおむね改善の方向へ推移してぎた。
今日，子どもの食生活の乱れが世の閨心を集め，栄養
素等摂取状況の偏りが指摘されている：5）39M°）が，それ
らの事象に比べるならば，対象児の母親は，本調査へ
の協力の意図に子どもの食事内容の把握をあげ，就労
と家事労働の多忙な中を，年四回の調査に協力される
など，食生活への関心は比較的高いものと推察される
ことからtあるいは得られた成績は，新潟県の一般の
状況より良好であるかもしれない。しかしながら，3
地域に共通して鉄摂取量のみは漸減傾向をとり，また，
ピタミソDの摂取割合は依然として16～44％という極
めて低い状況にある。幼児期の鉄摂取不足は他の諸調
査41）421においても指摘されている現象である。ビタミ
ソDの不足は日光照射による皮膚での生成の問麺もあ
り，その評価は難しく，しかも従来あまり問題視され
て来なかったが，発青期ゆえにその充足は図られるべ
きであり，それはまた魚介類の意図的な摂取により，
かなり改善しうるものと思われる。
　これまでの数年間隔の5回の調査成績により描かれ
る，幼児の摂取栄養の軌跡は，少数例ゆえに普遍性を
期し難いものの，山村と漁業地域でil　15年目（昭和
56、58年）の時点が到達点の様相を呈しているように思
われる。すなわち，栄養素等U項目中それぞれ9（82％）
ないし8（73％）項目が，その後において下降または
横ばい傾向をとっていることによる。他方，農村では
その後も1頭目のすべてが上昇傾向を辿っている。い
わゆる都市化傾向の到達点の食物・栄養素等摂取状況
と，成人病早期発症を招来する食事内容との閨連性に
ついて関心が持たれるので，この点に関し，今後共検
討してみたいと思う。
　現在の栄養学の示す所要量・目安量に照らして20年
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目の調査成績から，今後のより具体的な改善目安をi導
き出すならば，表15のように総括されるであろう。な
お，成入病予防に対置して対象児の食物・栄養素等摂
取の現況を考察するならぱ，タソパク質，脂質，コレ
ステP一ル，食物繊維および食塩の摂取量，P／Sおよ
びNa／K等の平均値に関しては，いまだ艀観してい
てもよいように思われる。しかしながら，現況の上昇・
下降線がそのまま鈍化することなく延長されることは
好ましくないe早速配慮されるべきことは，穀類エネ
ルギー比の適正化を図ることであろうe
　幼児の食生活の善溝にとって，幼児の生活の基礎で
ある家庭の機能の重要性を見直し43），かつ，自給できる
米を主軸に，改善された転統的食様武を，現代食との
バラソスを保ちつつ伝承して行くこと44）45）‘6）がいかに
大切であるかを，改めて痛感させられる。その方向に
沿って，21世紀をになう幼児の食生活指針が策定され
るよう望む。
　今回の対象3地域は，これまでの高度成長のもたら
した恩恵に加えて，大自然の恵みを身近かに享受でき
る生溜環境にあるが，農村および漁業地域はスーパー
マーケットや外食産業に包囲され，食料入手が安易に
出来ることがむしろマイナス要因として，逆に，山村
はなお残る豪雪と僻地性の隆路のゆえに，食料入手上
の適度の抑制がむしろプラス要因として，それぞれ作
用しつつ今後共推移して行くのではなかろうかと推測
される。いずれにしても，家庭の，あるいは母親の愛
情と叡知がその推移を左右するものと思われる。
　　　　　　　　　　要　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，昭和40年代
前半から平成元年度までの約20年間に数年間隔で5
回，山・農村，漁業地域幼児の食物・栄養素等摂取状
況について検討を加えた亡対象児は4－6歳児6－一　2e
名（延175名）で四季の各連続3日間（通年12　B問）の
食物摂取状況を個人別に秤量し，食品構成ならびに個
人別に算定した栄養所要量と対比して，5－20年間の
推移の状況を調べ，以下の結果を得た。
　Cl）摂取食品数は1人1罠当り13～21→25～32種類
へ，動物性食品数は2－一　5→5～7種類へ，間食食品
数は3～4→5種類へ増加したが，山村は他2地域に
比し常に少なかったe
　｛2｝食品摂取状況については，3地域共通に有意な
増加は肉類と油脂類に，また乳類の増加は山・農村に
認められ，減少したのは穀類と，漁業地域における魚
介類であった。3地域のいずれかが適量摂取域に達し
ない食品群の数は初回調査年にIO，第3回調査年に7，
第5回調査年に4（穀類・卵類，3地域共通；その他
の野菜，漁業地域；乳類，山村）と地域差を有しつつ，
漸減した。
　㈲　栄養素等摂取状況については，5　一一　20年を要し
て鉄（山村・漁業地域）とピタミソD（3地域共通）
を除き，所要量を超えた。漁業地域では当初より所要
量を充足する栄養素が多く，山・農村とは対照的であっ
たが，経年的に地域差が縮小される傾向が認められた。
　（4）摂取＝ネルギー比については，穀類・米・糖質
エネルギー比は漸減，脂肪・タソバク質エネルギー比
は漸増し，いずれも山村以外の地域では，10～15年間
に概して適正域を僅少ながら逸脱して推移している。
　（5）　　動物性タソlcク質上ヒiま1，　漁業地域　（58→55％）
と，山村（31→《8％）・農村（35→59％）とは対照的な
軌跡にて推移し，動物性脂質比は50％以下にあり，摂
取エネルギー1、000kcal当りコレステロール摂取量は
漸増，同食塩摂取量は漸減，同食物繊維摂取量はさし
たる変化なく，P／Sは漸減，　Na／Kはおおむね漸減
して成人の目標摂取量に集約されている。
　（6）対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は
93　一一　110％の範囲にあり，体力評価はおおむね中位の成
績であり，農村と漁業地域の対象児の平均1日当り歩
行歩数は9，800～10，700歩であった。
　終りに臨み，本厨究に際してご懇篤なご指導を賜わ
りました本学学長塚原　叡先生，新潟大学医学部公衆
衛生学教授豊嶋英明先生に厚く御礼申し上げます。ま
た，コソピュータ処理によるデータ解析についてご指
導を賜わりました同講師林　千治先生ならびに同助手
宮西邦夫先生に深く感謝申し上げます。さらに，調査
の進行上限り．ないお力添えを賜わりました源保育所，
大形保育園，あおい幼稚園および松浜みなと福祉保育
園，吉川町尾神の歴代の区長および大形農協の歴代の
参事の各位，松浜漁協の故南要一理事，ならびに20年
間の各調査期に，煩雑な調査に真摯にご協力下さいま
した調査対象世帯の方々，とくに延工75名の対象児のお
母様方に深く感謝申し上げます。
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